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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社メディカル一光グループ 

 

[企業 ID]  3353 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 2 月期決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 通期 

 

[日程]   2021 年 4 月 14 日 

 

[ページ数]  36 

 

[時間]   13:30 – 14:06 

（合計：36 分、登壇：26 分、質疑応答：10 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階 

   第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  26 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長   南野 利久（以下、南野） 

代表取締役専務取締役  櫻井 利治（以下、櫻井）  
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登壇 

 

司会：それでは、定刻でございますので、ただ今から、株式会社メディカル一光グループ様の第

36 期、2021 年 2 月期決算説明会を開催いたします。 

最初に、会社様からお迎えしてございます 2 名様をご紹介申し上げます。まず、代表取締役社長、

南野利久様でございます。 

南野：南野でございます。よろしくお願いいたします。 

司会：続きまして、代表取締役専務取締役、櫻井利治様でございます。 

櫻井：櫻井でございます。よろしくお願いいたします。 

司会：本日は、ただ今ご紹介申し上げましたお二人様からご説明をいただきます。ご説明終了後に

質疑応答の時間を設けておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

なお、先ほど皆様方にご配布申し上げました資料の中に、アンケート用紙が入っていたかと存じま

すが、こちらにつきましてもご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、最初に南野社長様から、どうぞよろしくお願いします。 
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南野：それでは、早速ではございますが、決算説明に移らせていただきたいと思います。 

まず、こちらは 3 期分の売上・営業利益・経常利益・税引前利益でございます。 

売上高につきましては、前期に比べまして微減となっております。4 億 3,900 万円のマイナス、営

業利益は 1 億 7,400 万円のマイナス、経常利益は 2,100 万円のマイナスであります。 

税引前利益につきましては、株式売却益等がございまして、1 億 7,100 万円の増額となっておりま

す。 
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こちらは、セグメント別売上高であります。調剤薬局事業、ヘルスケア事業、医薬品卸事業、不動

産事業の売上高の推移でございます。 

35 期と比較いたしまして、36 期は調剤薬局事業が 8 億 6,000 万円のマイナス、前期比 3.8 ポイン

トであります。ヘルスケア事業は、M&A で 1 社グループ化をいたしましたので 4 億 3,000 万円増

額になっておりまして、6.9 ポイントプラスであります。医薬品卸事業、それと不動産事業は横ば

いでございました。 
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こちらは、セグメント別の利益でございます。 

調剤薬局事業は、昨年度を結果といたしまして、上回ることになりました。1,700 万円の増額にな

っております。 

ヘルスケア事業におきましては、デイサービス等で利用者が減りましたことと併せて、M&A の費

用が発生したことによりまして、前期に比べて 6,200 万円減額となりました。 

医薬品卸事業、不動産事業は横ばいでございます。 
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こちらは、投資実績であります。 

先ほど申し上げましたように、ヘルスケア事業は M&A を 1 社いたしましたので 10 億 6,400 万円

の投資になっております。調剤薬局事業は 1 億 4,700 万円、不動産事業は 2 億 1,900 万円、その他

を入れまして 14 億 8,000 万円の投資を行っております。 
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こちらは、業績と資産・負債等の推移であります。5 年分をここに示させていただいております。 

32 期の売上は 294 億円、309 億円、312 億円、320 億円、今期は 316 億円となりまして、前期に

比べて、先ほど申し上げましたように 4 億円減収となっております。 

借入は、5 年前は 110 億円でございましたけれども、ほぼその水準と変わらない水準でございまし

て、116 億円の借入残と、昨年に比べまして借入の増えている分は、現預金が増加をいたしており

ます。 

収益率は、経常利益率は昨年とほぼ横ばいでございました。3.8%で、全く同じであります。 
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こちらは、新型コロナウイルスの影響をどのように受けたかというのをグラフで示させていただい

たものであります。 

上のグラフが 35 期のグラフであります。下のグラフが 36 期のグラフでございますけれども、こ

れは 3 月 1 日を起点といたしました平日の、21 日処方せん枚数の移動平均を表したものでありま

す。 

ですから、上は一昨年ですね、こちらは昨年となるわけですけれども。一番開いたのが昨年の 5 月

でございまして、一時期 8 月にはほぼ追い付いたようになりましたけども、その後、またコロナの

影響が当社の薬局の受け付け枚数に影響が出まして、最終の 2 月には 9.2%にまでなったというこ

とであります。 

1 枚当たりの処方せん単価が増加をしておりますので、この拡大が必ずしも売上にそのまま影響し

たというわけではございません。 
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こちらは、処方せん枚数と売上高の明細でございます。 

処方せん枚数は 191 万 6,000 枚から 169 万 9,000 枚に減りまして、21 万 7,000 枚、枚数として減

りました。 

売上高は 8 億 6,000 万円減でございました。薬剤料の売上が 185 億円から 180 億円に減りました

けれども、薬剤単価は 9,680 円から 1 万 620 円になりまして、10%近く 1 枚当たりの薬剤料の単

価が増えたということでございます。 
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こちらは、四半期ごとの売上高・営業利益・経常利益であります。調剤薬局事業の概況でございま

す。 

35 期と 36 期の経常利益、一番下を見ていただきたいんですけれども。35 期の前期は 3 億 6,500

万円でございました。36 期が 1 億 9,700 万円でございまして、この 3 月から 8 月までの間が一番

影響を受けたということが、この経常利益に表れております。 

それが、8 月までですけれども、9 月からは 36 期が 5 億 5,500 万円になりまして、35 期が 3 億

3,300 万円でございますので、一昨年よりも昨期のほうが 2 億円ほど下期は上回ったということで

あります。これは補助金等の収入がございましたので、そういったことが良化した原因でもござい

ます。 
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こちらは、当社の労務比率でございます。 

売上が 8 億 6,000 万円減っておりますので、その分をそのまま労務費で運営すれば、約 0.5 ポイン

ト増えてしまうということであります。ですから、35 期と 36 期を比較いただいたら、昨年と一昨

年はほぼ同じ労務比率で終えることができたと。売上分の減少分を、労務費を抑えることによって

カバーをしたということであります。 
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こちらは、当社の展開する日本地図でございますけれども、店舗数は昨年と同じでございます。1

店舗開局して、1 店舗閉店をいたしました。 
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先ほどお話ししましたように、ヘルスケア事業で M&A を 1 件行いました。 

愛知県の一宮にございます、ライフケアという会社でございます。14 拠点ございまして、住宅型

有料老人ホームを展開いたしております。 
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こちらは、ヘルスケア事業の 10 年間の売上高・経常利益・社員数をグラフ化したものでございま

す。 

売上高は 10 年でほぼ 10 倍になりました。経常利益は、当初 3 年間は赤字でございましたけれど

も、4 年ぐらい前から 2 億円ぐらいのペースになりまして、一昨年は 3 億 2,300 万円、昨年は 2 億

5,800 万円でございました。こちらの緑の棒グラフが経常利益であります。売上と社員数の推移で

あります。 

調剤事業は横ばいが続く中で、当社の成長エンジンは、ヘルスケア事業になっております。 
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こちらはヘルスケアの四半期ごとの売上高・営業利益・経常利益になっております。 

経常利益は、先ほども説明しましたように、35 期に比べまして減額になっております。これはデ

イサービス等で利用者が減ったことと、それと M&A の費用が発生したということであります。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

こちらは、ヘルスケア事業の労務比率でございます。 

35 期と比べて、36 期が 0.9 ポイント増加をしたと。これは売上減と、新しい会社が傘下に入りま

したので、その影響があったと思っております。 
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こちらは、当社が展開する 9 府県で現在ヘルスケア事業を展開しております。その地図でございま

す。 
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こちらは、入居状況を表しております。 

今現在、居室数は 1,417 部屋所有しておりますけれども、入居者数が 1,265 名になっておりまし

て、約 9 割の部屋で入居をしていただいております。業界の大体平均的な数字より少し上回るぐら

いだと思います。 
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こちらは、当社の医薬品卸事業の概況でございます。 

売上高は、もう 3 期ほぼ横ばいでございまして、利益もほぼ横ばいであります。厳しい薬価改定の

影響を受けて、売上がなかなか伸ばせないでいるという、こういう状況下でございます。 
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これは、37 期の計画であります。 

36 期に比べまして、売上は 5.8 ポイント増、334 億 5,000 万円を計画しております。営業利益にお

きましても 20.3 ポイント増、12 億 4,000 万円。経常利益は 12 億 9,000 万円。税引前利益も 14 億

5,000 万円を計画しております。 

以上をもちまして、私の説明を終わらせていただきます。 
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櫻井：櫻井と申します。今、こちらにお示しの連結財務諸表の概要ということで、1 番から 8 番の

内容に基づいてご報告をさせていただきたいと思います。 
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まず、連結損益計算書でございます。 

先ほど既にご報告させていただいておりますので、詳細部分については省略させていただきますけ

れども、その決算概要ということで、売上が 316 億円と、前期対比で 4 億 3,900 万円の減収。 

一方、下段になりますけれども、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては 8 億 3,600 万円

と、前期対比で 3,500 万円の増益になったことで、減収増益で 2021 年 2 月期の決算を終えること

ができました。 

なお、こちらに売上高、下段でございますけれども、税引前利益のセグメントごとの実績につきま

しては、お示しのとおりでございますので、説明は省略させていただきます。 
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続きまして、26 ページ、連結貸借対照表でございます。 

2021 年 2 月期の資産合計につきましては、こちらでお示しのとおり、285 億 5,500 万円、前期末

対比で 23 億 6,200 万円増加という総資産の残高になっております。 

内訳でございますけれども、流動資産で 14 億 7,100 万円増加の 136 億 5,400 万円となっておりま

す。主な増加要因でございますけれども、お示しのとおり現預金が前期末対比で 13 億 900 万円増

加していることが主な要因でございます。 

続きまして、有形固定資産でございますけれども、1 億 2,800 万円増加の 101 億 1,400 万円の残高

になっております。 

無形固定資産につきましては、5 億 6,000 万円増加の 19 億 3,300 万円の残高でございます。こち

らは、先ほど報告させていただいておりますように、昨年 1 社、M&A でグループ入りしてもらっ

ている関係で、そののれんの残高が、お示しのとおり増加しているのが主な要因でございます。 
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投資その他等の資産でございますけれども、こちらは 2 億 300 万円増加の 28 億 5,200 万円の残高

になっております。こちらは敷金及び保証金のところで、1 億 6,800 万円増加しているのが主な要

因でございます。こちらもグループ入りした企業の増加分が、主に反映されている数字でございま

す。 

 

続きまして、負債・資本の部でございます。 

まず、流動負債でございますけれども、前期末比 10 億 9,900 万円増加の、残高ベースで申し上げ

ますと 90 億 9,800 万円の残高でございます。固定負債につきましては 9 億 4,900 万円の増加で 89

億 7,100 万円。負債合計にしますと、20 億 4,700 万円増加の 180 億 6,900 万円の残高となってお

ります。 

こちらの主な要因は、1 年内の返済の長期借入金も含めた借入残高が、合計で 16 億 9,100 万円、

前期と比較しまして増加しております。その関係で、先ほど申し上げました負債合計 20 億 4,700

万円増加しているという結果になっております。 
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続きまして、純資産でございます。純資産につきましては、前期末比 3 億 1,600 万円増加の残高ベ

ースで 104 億 8,600 万円になっております。 

その内訳でございますけれども、利益剰余金で 6 億 7,500 万円の増加、一方、自己株式ですとか株

式の評価差益等を計上しております関係で、先ほど申し上げましたように、純資産の増加ベースで

申し上げますと、前期末対比 3 億 1,600 万円の増加という数字になっております。 

 

続きまして、28、29 ページと、自己資本利益率および総資産利益率の推移をお示ししておりま

す。 

まず、自己資本利益率の推移でございますけれども、算出につきましては、こちらでお示しの当期

純利益を自己資本、期首と期末の平均で除して算出させていただいております。 

期中平均の自己資本も 4 億 6,700 万円増加し、一方、当期純利益も先ほど申し上げましたように

3,500 万円増加しておるわけですけれども、自己資本利益率としますと、前期と同様に 8.1%にな

っております。 
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続きまして、総資産利益率でございます。こちらも期中平均ということで、期首の総資産および期

末の総資産を割って平均を出しております。 

こちらも総資産が 11 億 7,000 万円、期中平均で増加しておりますけれども、昨年同様の総資産利

益率としましたら 3.1%という数字になっております。 
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続きまして、30 ページでございます。借入金と、その運用状況についてご報告させていただきま

す。 

こちらでお示ししておりますのは、グループ本社、調剤薬局事業、医薬品卸事業をメディカル一光

グループというところで表示させていただいております。一方、ヘルスケア事業を運用しておりま

すハピネライフ一光、そして投資関係のヘルスケア・キャピタルと、この 3 区分に分けて、この表

は作成しております。 

グループ全体でいきますと、一番右側の欄でございますけれども、借入金の超過額が 22 億 5,500

万円という数字になっております。一方、それぞれの事業ごとに内容を見ますと、メディカル一光

グループですと、25 億 3,500 万円の資産超過、ハピネライフ一光につきましては、逆に借入超過

額が 55 億 4,100 万円、投資関係のヘルスケア・キャピタルで申しますと 7 億 5,100 万円の資産超

過ということで、冒頭に申し上げましたグループ全体では 22 億 5,500 万円の借入額となっており

ます。 
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続きまして、下段の表でございます。こちらは賃貸不動産の稼働実績をご報告するものでございま

す。グループ全体で取得価格 22 億 3,500 万円でございますが、この期末の期末簿価につきまして

は、12 億 300 万円の簿価でございます。 

利回りベースで申しますと、取得価格ベースの利回りは 7.7%、一方、期末簿価ベースでいきます

と 14.2%と、安定的な収入確保を維持することに努めておる状況でございます。 

 

続きまして、連結のキャッシュ・フローでございます。 

こちらにお示しのとおり、営業活動、投資活動、そして財務活動によるキャッシュ・フローの実績

につきましては、こちらにお示しのとおりでございます。この 3 区分のキャッシュ・フローの結

果、2021 年 2 月期の現預金の期末残高につきましては、12 億 3,200 万円増加の 68 億 500 万円の

期末残高となっております。 
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続きまして、配当金等についてご報告させていただきます。 

まず、お示しのとおり、2021 年 3 月 1 日を効力発生日として、普通株式 1 株当たり、2 株に株式

分割を実行させていただいております。したがいまして、発行済み株式数は、分割前は 203 万

5,000 株が、分割後は 407 万株になっております。 
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こちらが、1 株当たりの当期純利益および配当金をお示しした表でございます。 

期末の配当につきましては、3 月 26 日の取締役会において、分割後の水準でいきますと 1 株当た

り 20 円、分割前の基準でいきますと 40 円で、当初開示させていただいたとおりの内容で決議

し、同日に配当金の部分については、5 月 6 日を効力発生日としてお支払いするということで開示

をさせていただいております。 

年間の配当金につきましては、中間配当も含めまして、分割前の基準でございますけれども、年間

80 円ということで、当初計画どおりの配当を予定しております。 

年間の配当金総額につきましては、一番下段でございますけれども、1 億 5,025 万 4,000 円を予定

しております。 

以上、簡単でございますけれども、私からは連結財務諸表等についてのご報告とさせていただきま

す。 

司会：ご説明ありがとうございました。  
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質疑応答 

 

司会：それでは、この後は質疑応答の時間でございます。質問のある方は、挙手をしてご発言をい

ただきたいと思います。 

なお、この説明会は質疑応答部分も含めまして、全文を書き起こして公開の予定でございます。し

たがいまして、質問の際、会社名、氏名を名乗られた場合は、そのまま公開でございますので、よ

ろしくお願いします。もし匿名を希望される場合は、質問の際、氏名を名乗らないように、よろし

くお願いします。 

それでは、質問のある方、いかがでしょうか。ありがとうございます。 

トミタ：エイチ・エス証券のトミタと申します。ありがとうございます。 

1 点お伺いしたいところがありまして、調剤薬局事業の概況で、売上の推移で処方せん枚数が減少

しているが、1 枚当たりの単価は増加ということですが。こちらはコロナ禍での何か特別な要因が

あっての 1 枚当たりの単価が増加になっているのでしょうか。これは一過性の要因ではなく、今後

引き続き増加の傾向になるのか教えていただければと思います。 

南野：ただ今のご質問は、処方せんが減少したにもかかわらず、1 枚単価がなぜ上がったのかとい

うことを尋ねていただいているということでよろしいでしょうか。 

昨年の 4 月、5 月は、非常にコロナ禍がどういうふうになっていくのかということも、医療側も、

診察側の先生も、それから患者さんもよく分からない状況の中で、とにかく医療機関に来ることも

リスクが高いという中で、処方せんの投与日数が変わったということですね。 

今まで 60 日受け取っていた人が 90 日になりましたので、そうすると、その日数が増えた分だけ

来局する患者の数が減っていくと。一方で、1 枚単価は上がっていくということであります。これ

は、この 3 月 31 日までのことでございまして、4 月からは薬価が落ちましたので、それがどのよ

うに影響するかは分からないわけであります。昨年までは、処方日数が長くなったことによって枚

数が減って、1 枚単価が上がったというのが結論でございます。よろしいでしょうか。 

トミタ：ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。他にご質問、いかがでございましょうか。 
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質問者：6 ページのところですけども、調剤薬局のセグメント利益が 2.5%増益だった要因につい

てお教えください。減収だったのに増益の要因についてです。 

南野：四半期決算の表で、先ほどご説明をさせていただいたのと、労務費率がほぼ変わらなかった

ということでございまして。労務費額が減少になったと。それと、薬の購入も少し良化をしたのか

も分かりません。よろしいですか。 

質問者：もう 1 点よろしいでしょうか。 

南野：はい。 

質問者：今期のご計画ですけども、23 ページのところで。営業利益で前年比プラス 2 億 1,000 万

円増益になると思うんですけども、セグメント別で何が主に増益になりますでしょうか。 

櫻井：私から話をさせていただきます。 

全体的に 36 期と比較しまして、利益は増加するということを計画しておりますけれども。その中

でも、先ほどもご報告させていただいていますとおり、昨年、前期ですね、M&A をさせていただ

いておりますので、その影響がこの第 37 期には反映させていただいているということでご了解し

ていただきたいと思います。以上でございます。 

南野：インサイダーのこともございまして、当社は非公開でやっていますので、ご了解いただきた

いと思います。 

質問者：分かりました。ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。他にご質問はいかがですか。 

質問者：本日はありがとうございます。 

足元でコロナが第 4 波と言われて、また拡大の様相を示していますが、それに対する対応などはど

うされるおつもりでしょうか。 

南野：それは、コロナに対する安全性の対策ということなのか、売上の対応なのか。 

質問者：業績への影響をどう防ぐかということです。 

南野：まず、先ほど申し上げましたように、昨年の 4 月、5 月と異なることは、医療機関も患者さ

んも、医療機関へ行って罹患する確率は低いという認識はあると思います。ですから、薬局にも出

掛けてこなかった患者さんが、薬局は薬局なりに、それなりに安全対策を打っておりますので、特
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に医療機関で診察をしてもらったり、薬局で薬をもらうことがコロナのリスクを高めるというわけ

ではないというので、ほぼ診察行動については、戻りつつあると私は理解をしております。 

ですから、当社の売上予算等につきましては、昨年よりはコロナの影響が良化するという中で予算

を組んでおります。よろしいですか。 

質問者：ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。他にご質問、いかがでございましょうか。 

質問者：よろしくお願いします。 

前期のコロナの影響に関して、これは地域別で見ると、どんな濃淡があったのか教えていただけま

すか。 

南野：やはり、当社の展開しているところでは、比較的人口密度が高いところは影響があったと思

います。ですから、三重県とか、事業によっても違うんですけれども。例えば、ヘルスケア事業で

デイサービスは大阪とか京都になりましたら、患者数が多くなりましたので、やはり利用者がもう

出てこなくなるというような期間がございました。 

しかし、島根とか鳥取では患者数そのものがほとんどいなかったものですから、それほど利用者に

は影響しなかったと言えるかと思います。 

質問者：今期の影響に関しては、ある程度想定されていると思うんですけれども、どういう想定の

され方をなさっているのでしょうか。 

南野：これは、先ほど申し上げましたように、良化するということで決算を組んでいると。しか

し、そのコロナがどうなっていくかは、これはわれわれが想像する範疇にはないと。しかし、われ

われの決算につきましては、コロナの影響はワクチンも接種するということで良化していくであろ

うという決算を組んでおります。よろしいですか。 

司会：ありがとうございました。他にご質問、いかがでございましょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、質問がないようでございますので、最後に私から 1 点お願いでございます。冒頭にお願

いしたアンケートへのご記入の件、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

それでは、以上をもちまして、本日の決算説明会は終了でございます。どうもありがとうございま

した。お疲れさまでございました。 

南野：ありがとうございました。 
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［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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